


       キエーロ探訪記・西田弘志市長編 

           

みなへら通信で何度も取り上げている生ごみ処理器「キエーロ」。 

なんと、西田市長も使っているということで、使い心地を聞いてみました。 

 

みなへら：キエーロはいつから使っていますか？ 

西田市長：今年の５月から、ベランダ型キエーロ 

     を使っています。 

 

みなへら：キエーロの担当はどなたですか？ 

西田市長：妻がメインですが、３回に１回は私が 

     しています。収集日に生ごみを出して 

     いた時は自分がやっていたのですが、 

     今はちょっと時間がなくて（汗）。 

 

みなへら：使い心地はいかがですか？ 

西田市長：キエーロを使うようになって、生ごみを出すのが苦にならなくなりました。 

     前は収集日まで台所に１、２日置かなければならないのが苦痛だったですね。 

 

みなへら：使っていて困ったことはないですか？ 

西田市長：特にないのがすごいですね。 

 

 日あたりのいい庭で、元気な野菜に囲まれて置かれ

ている西田家のキエーロ。奥さんの仁美さんも「以前

は、生ごみは捨てるだけだったのが、自分で処理する

ようになって今は愛情が湧きますね」とのことでした。 

 キエーロ考案者の松本信夫さんがお住まいの神奈

川県葉山町では、人口３万３千人・１万４千世帯で、

キエーロが１４００台普及し、生ごみ自家処理によっ

て可燃ごみが４４％も減らせたそうです。水俣市でも   

      生ごみの自家処理などによって、燃やすごみの減量を進めていきたいですね。 

 

 

「みなへら通信」は、ごみの焼却・埋立に頼らないまちづくりの仕組みを市民・事業者・行政の協働でつくっていくゼロ・

ウェイスト円卓会議が発行する情報紙です。円卓会議に参加する市民のボランティアで楽しく取材・編集しています。 

みなへら通信やキエーロについてのお問い合わせ：水俣市環境モデル都市推進課  TEL 61-1612  

 


